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“Gu−sui −bu”（骨砕補）has　been　used 　in　China　from　about 　5　th　 century 　 as 　the　drug　which 　has 　anod ｝me ，

＄ typtic 　and 　 antiinflamrnatory 　 action ．　 It　 is　 used 　for　the 　 treatment 　 of 　a　bruise，　 toothache ．　 pyorrhoea 　 and

ringing 　 in　the　 ears ，

　 As 　for　the　 original 　plant　 of
“Gu −sui −bu”written 　 in　 herbals　the 　 several 　 kinds　 of　 fern　 are 　found 　in しhe

．扛iteratures，　 but　 they 　 are 　 only 　based　 on 　the 　presumption ．　 In　this　study 　consideration 　of 　 descriptions

written 　in　 herbals　 were 　 carried 　 out 　in　 order 　tQ　determine 　 original 　plants 　 of
“Gu −sui −bu

”
in　 herbals，

　 The 　 conclusiDn 　is　 as 　follows ：

　The 　plant　 which 　had 　 been　 originaly 　used 　 and 　 ca 】led　
“Shu・−zhou − and 　Ron −zhou −gu −sui −bu”（舒州 and

戎 州 骨 砕補） was ヱ〕rynaria 　fortunei　 J．　 SM ．・・……・Genuine “Gu −sui −bu”．

　 From 　 about 　10　th　 century ，　 Drptnaria　 sinica 　DIELs 　 was 　 also 　 used 　 and 　 called
“Qin−zhou −gu −sui −bu”（秦州骨

．砕補）．Besides，　 Dava 〃ia　 mariesii 　 MOORE 　 was 　used 　under 　 name 　 of
‘‘Hai．．．rhou −gu −sui −bu”（海 州骨砕補），　 and

．．at 　about ／，800　year 　other 　ferns　of 　Davalliaceae （Araiostegia　Dr 　Leucostegia　spp ．） were 　also 　used ．

　 In　 18　th　 century 　herbalists　in　Japan　gave 　names 　of 　 Colysis　 elliptica 　 CHING ，　 Polypodium 　 nipponicum 　METT ．

、and 　P ．　fauriei　CIIRIST ，　 as 　the 　 original 　plant　 of
“Gu −sui −bu”，　 but　they 　 are 　 misconcep しion．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　Apri16 ，1965）

　 骨 砕 補は 5〜8 世紀 に 薬物 と し て の 記録
1・2 ）が あ り，そ れ らを 引用 し て 開宝 木草

3
壇 こ ，以後歴代の 本草書 に 収載 さ

れ て い る 生薬 で あ．って ，今 口 も中国に お い て 常用 され て い る．そ の 効 用 は ，止 ML，鎮 痛，強 壮 な ど の 作用 が あ る と さ

れ，歯痛，歯槽膿漏，耳鳴，腰痛，筋肉痛，補腎な どに 用い られ る．わ が 国に お い て も
一一

部 で歯科用製剤の 原料 と して

用 い られ，香 港あ る い は 台湾か ら輸 入 が あ る が，市 場 品 生薬の 性状は 多種多様で あ り，その 基原植物は 単
一

で あ る と

は 考え られ な い ，骨砕補 の 基原植物 に つ い て は 従来 か ら多 くの 説 が 唱 え られ て い る が，い まだ に 定説は 得られ て い な

い ，

　 す な わ ち，佐 々 木
4） は 狗脊 と骨砕補 の 両者の 原植物 が 同

．一
で あ る と 考え，Cibotium　barometz　J．　SM ，タ カ ワ ラ ビ

（Dicksoniaceae
＊5
）を あ て て い るが，そ の 論拠 は 明 らか で ない ．著者 の ．・

人木村
6） ば，骨砕補 の 一一

種 で ある 南方産中

．
姜の 剖見 の 結果 Drynaria　fortunei　J．　SM．バ カ マ ウ ラ ボ シ （PolyPodiaceaの の 根茎 と

一
致 し，大連市場 の 北方産 申

　

　
ヨ

　
ヨ

　
ラ

ラ
　む
　
ラ

＊

＊

＊

13

＊

お

Yoshida −shimoadachi −chb ，　 Saky6 −ku ，　 Ky6to ．

木 報 告 の 一部 は 日 本 生 薬 学 会 金 沢 大 会 （Oct．

本報告は 木村康
一

： シ ダ 類生薬 の 生 薬学 的 研 究 の

陳蔵器 ：本草拾 遺 （開尢 27，739）

劉 翰，馬 志 ： 開 宝 新 詳 定 本 草 （開 宝 6，937）

原報で は Cyatheaceae に 含 め られ て い る．

木村康
一，新井俊 次 ： 楽誌 582，753 （1930）

＊ 2Tanabe −d6ri，　 Mizuho −ku，　 Nagoya ．
1964）に て 発 表．

・部 で あ る．第 10 報 ： 本 誌 16，46 （1962＞．

　 2）　雷公 二 炮 炙 論 （5 世紀）

　 4）　佐 々 木舜一 ： 台湾植物名彙 5 （1928）

（25 ）
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姜 は 原植物不明で あ っ た と述べ
，

こ れ ら 2種の 中姜 の 写真が，漢薬写真集成第一輯
6）

に 掲載 され て い る．石 戸谷
7） は

南支那産 の PolyPodium 属 の 根茎で あ る と 推測 し て い るが，そ の 性 状 の 記 載か ら木村
5・6〕の 北方産 申姜に 相当する も

の と推定 され る．また 頭註国 訳 本草綱 目
3）で は 木村 の 説に した が っ て い る．その 後木村 ら

9・le）はバカ マ ウ ラ ボ シ の 他

に AgraomorPha 　coronans 　J．　SM．　 ＊6
カ ザ リシ ダ （1）

olyPodiacea の を 挙げ て い る が そ の 根拠 に つ い て は 触 れ て い な

い ，薬用植物人事典
11）に は ，骨砕補．毛 姜，申姜 な ど の 原植物は 主 と し て カ ザ リ シ ダ で あ っ て ，バカ マ ウ ラ ボ シ も用

い られる と 記 さ れ て い る，牧野
12）は 1）avallia 　tnariesii 　MOORE シ ノ ブ に つ い て

一
漢名海 州骨砕補 （蓋 し 誤用）」 と

記 して い る ．佐藤
13）は 満蒙 に て Dioscorea　niPPonica 　MAKINO ウ チ ワ ド コ P （DiOSCOreaceae） の 根 茎 が 骨砕補 の 名

称 で 販売 され て い た こ と を 報告 して い る ．中 国 に お い て
la・15）V・11　Dr ．　fortunei　J．　SM ．懈蕨，石岩姜 を 基原植物 と し ，

その 全草 お よ び 鱗片の 形状を 図示 し 1 中葯志
tB｝

に は 中国東南部産の 骨 砕補に ヱ）r．　fortunei　J．　SM ，を ，中国西 部産 の

青海骨砕補ic　Dr ・sinica 　DiiζLS 孚懈 蕨 を，さ らに 雲 南骨 砕補 に は Araiostegia　Perdurans　COPEL ．＊7
（Davalliaceaの

を あ て て い る ．しか し 秦仁 昌
1η ＊ s

は 1）avallia 　mariesii 　MOORE シ ノ ブ を骨砕補の 原植物 と して ，根茎 を薬用 にす る

と記 し て い る，

　こ れ らの 説は
一

部を 除い て 生薬学的の 詳 しい 検 討 を 欠 ぎ，単 な る 推 測 に す ぎぬ もの が 多い ．

討 し，本 草 書 の 考 証を 行 な い 古来 の 「貰条の 骨砕補の 本質を明らか に し 諸説 の 混乱を解明 した．

類縁植物 と の 異同 に つ い て ば 第 2 報以下に 続報す る、

本 　 草 学 的 　考 察

こ こ に 従来 の 説 を 再 検

な お 市場生楽 の 剖見，

　1．　 中国の 本草書に み られ る 骨砕補 に つ い て

　骨 砕 補 の 名称 に つ い て ： 本草拾遺
1〕

に 「骨砕補
……

本 名 猴 蟇 開 元 皇 帝 以 其主 傷折補骨砕故作此名耳」 と 記され ， ま

た 図 経
1s 〕の 記載 もほ ぼ 同 ・で ，こ れ らか ら名称の 由来 を 知る こ とが で き る ．雷公 炮炙論

2） お よ び 薬性 論
19）に も薬効 用

法 に つ い て の 記載が あ り，政和本草
2の の 記事 か ら，こ れ ら諸書を 引用 して 開 宝 本草

31
に 収載 さ れた こ と を 知る こ とが．

＼

Ag ．，．：Ag 。α。脚 ，伽 ω 。＿ 、

跚 鵡 讌 鵬 、

　 Dr ．　f，：1）r．　fortunei
　 　 　 　 バカ マ ウ ラ ボ シ

　 Dr ，　m ．：Dr．　 mollis

　 Dr．　 s．：Dr ．　 siniea

　 Dav ．f．：Davallia　formosana
　 　 　 　 　 タ カ

ー
ナ ゴ シ ノ プ

　 Dav．f．：ヱ）av ．　 mariesii

　 　 　 　 　 シ ノ　ブ

Fig．1　骨砕 補 の 産 地 な らび に 基 原 植 物 の 分 布

）

）

）
臼

679

＊

11 ）

12）
14）
16）
＊718

）

20）

木 村 康
一，中 尾 万 三 ：漢 薬 写 貞 集 成 第一1揖 15，Fig．7 （1929）

石 戸谷勉 ： 北 支 那 の 薬草 137 （193／）　　　　　 8）　白 井 光 太 郎，他 ：頭 註 国 訳 木 草綱 目 第 6 冊 528（1929））
木利 康一t，木 島正 夫．他 ； 和 漢 薬 名 彙 8 （工946）　 ユ0）　木 村 康一

；薬 用 植 物 学 各 論 21 （1959）
原 報 で は Drynaria 属 に 含 め て い る，　 Pseudodrynaria 属 と され る 場合 もあ る．
木島正 夫，柴 田 承二 ，他 ： 薬 用 植 物 大 事 典 81 （1963）
牧 野 富太 郎 ： 凵本 値 物図鑑 942 （1940）
南 京 葯 学 院 編 ： 葯材学 385 （1961）
中国 科学院編 ： 中 葯 志 1，413 （1961）
原 報で は Leucostegiaに 含 め て い る ．

蘇頌 ： 図 経本 草 （嘉祐 6，1061）

13）
15）

17）
＊ 819

）

佐藤潤 平 ： 漢 薬 の 原 植 物 3 （1959）
斐 鑑 ，周 太炎 ： 中国 薬 用 植物志 ILp1 ．54 （1951＞
秦仁昌 ： 中国植物誌 II，300 （1959）
Davalliaceae を 中 国 で は

“
骨 砕 補 科

’t
と 称 す る．

甄 権 ： 薬 性 論 （6 世 紀 〉
唐 慎微，曹孝忠 ： 重 修 政和経史証類備 用 本草 （政和 6，1204 ）

（26 ）
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第 1 表 　古 文 献 に み られ る 骨砕 補 の 種類 と 産 地

文 献 （年　代） 名　称

竜 地†

古 　 名 現 代 名

雷 公 炮 炙 論 （5 世紀 ）

薬 　　　　．圏三　　　置侖　　（4 世 華己）

霊 　 　 　 苑 　 　 　方

本　 草 　 拾 　 遺 （739）
骨　砕　補

猴 薑

（不 　明）

嶺　　　南　　　広 東，広 西 省

　　虔　　　　　穫　　　州　（江 西 省 ）

　　吉 吉 安 （江西 省）

日 華 子 本 草 （10 世 紀 ） （同　 L ）

図 　 経 　 　本 　 草

証 　 類 　 本 　 　苧：

（1061）

（1082）

骨 　 砕 　 補

胡　孫　薑

石 　 毛 　 薑

石 　奄 　藺

骨 　 砕 　 布

江

准

河

陜

舒

戎

秦

海

植 物 名 実 図 考 　（1848）

補

莓

補

竜

砕

　

　

山

骨

猴

砕

過

雲

　 　 南

，　 浙

　 　 西

　 　 西

嚢

　　州

　 　 州

　 　 州

　 　 州

江 蘇，安黴 ，江西 省

江 蘇，安徽，浙江省

江西，湖北，湖南省

陜 　 西 　省

奉　　　節　（四 川 省）

安 　　　慶 　（安 徽 省 ）

叙 り11
・1，　宜 賓 　　　（四 丿［1省）

天 　　　水　（甘 粛 省）

東 海 県 （江蘇省 北 部）

潰

南

雲 　需 　 省

†　産 地 の 考 証 に は 箭 内 彑 ：東 洋 読 史 地 図 （1941） 臧 勵 無 ： 中 国 古 今 地 名 大辞典 （1933） な どを 参考 と し た・

で き
r
る．本草品彙精要

2L 〕
に は ［名医 所録 1 と して 収載 され，厂治一1の 項 に ［別録 云……．1 と 引用 が され て い る が，政

和本 hFな ど の 記事か ら，正 し くは 霊 苑 方
22｝か らの 引用 と み る べ きで あ る ，

　骨 砕補 に ぽ 多 くの 異名が あ っ て 本草諺
：
に 記 され て い るが （第 1 表），こ れ らの 異 名 は 産 地，生 態的特徴 あ る い は 形

態的類似性 を あ らわ し，某原植物 の ち が い と は 関係が な い よ うで あ る．李時珍
2S）も ［胡孫 豊象 形 也 二 と記 し，ま た

「其根扁長異似雷形」 と も記 し て い る 、石菴 藺 の 名 に つ い て は 李 時 珍 は 証 類 本草
＊ 9

と は 異 な っ た 解釈を 与 え て い る

（後述）．

　骨砕補 の 形態に つ い て ； 各本草書に 記 された 骨砕補の 形態 産地 ぽ 次の 如 くで あ る．

　本草拾遺
「〕 ： 骨砕補似石 韋而

一・
根 除 葉生於木　産地 ：嶺南 ，虔，吉

　口華子諸家本草
24 ）： 樹上 寄生草苗 似豊細長

　図経本草酌 ： 根生大木石 E多在背陰處弓i根成條 上有黄毛及短葉附之叉 有 大 葉成 枝 面青緑色 有 黄點 背青白色 有赤紫點

春生葉至 冬乾黄無花窗 　産 地 ： 江 南，准，浙，陜 曲，

　証類本草勘 ： 恨著樹右 上 有毛葉如 菴饕　産地 ： 江南，江西

　本 草衍義駒 ： 苗不 似薑薑苗如葦梢此物苗 毎
・
大葉両 辺小葉槎牙両相対葉長有尖瓣 餘如経

　本草品彙精要
21） ： 図経 日……（以下図経本草の 記載 と 同 文）

　本草綱 目
23〕 ： 其根扁長略似書形其葉有唖欠頗似貫衆葉謂 葉如菴藺者殊謬如 看 韋者亦差 （胡狒 蒙を 図示 ．pi．1）

　紹興 本 草 図
26），政 和 本 草，大観本草

2η の 三 者 に は 秦州骨砕補，戎州骨砕補 籠州骨砕補，海 州骨砕補の 4 種が図示

21）　劉 文泰 ：本草品 彙 精要 （1505）　　　　　　　　　 22）　沈存 中 ： 霊 苑 方

23）
＊925

）
26）
27）

李 時 珍 ： 本 草 綱 目 （1590）　　　　　　　　　　　 24）　大明 ： 日 華 了諸家 本 草 （開 宝 年 間 ）

政和，大観
2η

， 紹 興
26）の 3 本草書 を，特 lc区 別 す る 必 要 の な い 場 合 は 今後証類本 草 と 記 す．

冦 宗爽 ： 本草衍 義 （政 和 6，1116）

唐慎 微 ，修 内 司 ： 紹興校定 経史証 類 傭 急 本 草 画 図 （紹 興 29，1159）

唐慎微 ，艾 晟 二 経 史 証類大観本草 （大観 2，1108 ）

（27 ）
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・ 匯韲 蝨・

1飜

8

hr

骨

碎

10

Plate　 l， 本 草 書 に 図 示 され た 各種 の 骨砕補．1〜4 大観本草，5 本草綱 目 （胡 孫 薑），6 和 漢 三 才 図 会

7，9，10 鴈物名実 図 考，石 草類，巻 17．8 同 　巻 16

（28 ）
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さ れ，そ れ ぞれ殆 ん ど 同
一

で ある ．（pLI ）

　本草拾遺，日華子諸家本草の 記載 は 簡略で あ る が，両者共 に 着生植物 で ある こ と は 聞 違 い な い ．図経 の 記載に よ れ

ば，多年｛生，夏緑性 の 着生 シ ダ植物 で 根茎が 長 く匍匐 し，特に葉が 2 形 を な し て 大葉 に 胞子 の 5群が 生 ず る 点が 特徴

で あ る．証類本草の 舒州，戎州骨 砕補 の 2 種 の 図が こ の 記載 に 最 も近 い ．こ れ ら の 記載，図，産地な ど を考慮す る

と，骨砕補の 原 植物 と して Drynaria 　fortunei　J．　SM ．バ カ マ ウ ラ ボ シ を あ て る の が 最 も 妥 当 と 考 え られ る．形態，

牛 態，分布 （第 1 図）もよ く合致す る．

　本草綱 目に は 胡狒藍が 図示 され 明らか に ハカ マ ウ ラ ボ シ を 表 わ し て い る ．李 時 珍 は
一
頗似貫衆葉」 と 述べ て い る

が ，布藤
2
鄲 こ よ る と 貫衆に は オ シ ダの 類 を あ て る の が 正 しい が 李時珍 の 時代 に は ヤ ブ ソ テ ツ が あ て られ て い た と い

う．し た が っ て こ の 点 に 関 し て 李時珍の 説明に 矛盾 は な い ．しか し葉が菴藺 と も石韋 と も異なる と し て，右 菴薗 の 名

は 菴藺 （ヨ モ ギ の 類）と薬効 が 同 じ故 に そ の 名が ま，る と し，さ らに 本草衍 義 か らの 引用文 は 自説 に 都含 よ く書 き改 め

て い る．時代 の 進行 に と もない 植物学的観察も精細 とな ．
． て 生 じた 矛盾を，こ の よ うな 形 で 解決 し た もの で あ ろ う．

　本 草衍義の 骨 砕補は ハカ マ ウ ラ ボ シ と は 異な り，根茎 は 細長 く，葉は 長 く単羽状深裂ない し全裂で ，短葉大葉 の 区

別 は 明 らか で は な い ，海州骨 砕 補は 葉が細裂す る点 で こ れ に 該 当 し な い ．該当す る着生 シ ダ 植物 と し て PolyPodium ・

お よ び 北 丿フ型 1）r）
，naria が 考え られ る．葉は い ずれも単羽状深裂な い し全 裂 し，？ol ）

’Podium は 葉は 単形 で ，葉柄墓

部の ［箋節 か ら落葉 し 易 い ．北方型 Drynaria は nest 　leafと 称す る 小葉は実葉に 似 て 小形，少数 葉柄墓部 の 関 節

部は や や発達が悪く枯死後も葉柄，中軸が 残存 しや すい ．三 才図会
29 〕，和漢 三 才 図会

ao）の 胡1孫藏 の 図 お よ び 証類 本 草

の 秦州骨砕補 の 図 （pl．1）に お い て ，線形 の 葉の 如ぎ部分を，枯 死 後残存 した葉柄 と考 え る と 北 方型 Drynaria の

形 態 と よ く合 う．また 産 地 秦 州 は 甘 粛，青 海，陜 西 地 方 で あ り，北方型 の
一

種 Prynaria　sinica 　DIELS の 産地 と よ

く合致す る （第 1 図）・

　海州骨砕補 は ，後述する よ うに 日 本の 本 1窰家が Davallia　maTiesii 　MOQRE シ ノ ブ を あ て て お り，秦仁昌
上6］も同 様

で ある が ，牧野
11 〕は こ の 説 に 疑 問 を も っ て い る，海 州が 現在 の 江蘇省東海県に あ た り，シ ノ ブ が 山東半島附近に も分

布 し て お り （第 1 図，第 1 表），産 地，着生 シ ダ，長 い 匍匐 し た 根菜 と細裂 した葉を 有す る 点 な ど か ら，海 州 骨 砕補

に シ ノ ブ を あ て る 説 は 不 合理 で は な い ．

　 1育代 に な って ，植物名実 図考
31〕に 4 種 の 骨 砕 補 の 類 が 図 と 共 に 記載 さ れ て い る （p1．1）

　（巻 16）　骨砕補 ： 本草拾遺謂之猴薑，……
凡古木陰 地 皆有之．

　（巻 17 ）　骨 砕 補 ：與 猴tt・．・類，惟 猴 薑i扁闊，骨砕 補 円 長，狽之採薬者別之．

　砕補 ： 生 雲 南 1［「石 問，横根叢茎，茎極勁，細葉如前胡 ，藹本 輩，石 草似此種者甚多，而 葉細 砕無逾於此．

　過 山 竜 ：
一

名骨砕補，似猴薑．而色紫，有毛，雲南極多，昧苫．

　 こ れ らの 記載 と 図 に よ れ ば，潰す な わ ち雲南 地 力 に 扁平の 骨砕着ilと 円長 の もの との 2 種が 産出 し，前者を 猴 薑後音

を 骨 砕 補 と 称 して 区 別 し て い る．巻 16 の 図 に は nest 　leafの 存在が うか が われ，ハカ マ ウ ラ ボ シ の 根茎 と 推定 さ

れ ，扁潤な る 猴 薑に 相 当 し，巻 17 の 図は 業の 形か ら Dr ．　sinica 　DIELS と推定 され ，円長な る 骨砕 補 に 相 当 す る も

の で あ ろ う．砕補，過 山 竜は葉が 細裂 あ る い は 葉某 に 関節が 形成 され て い る こ と な どか ら，こ の 両 者が Davalliaceae』

の 植物 で ある と 考 k た い ．しか し シ ノ ブ は 雲 南 に 分布が 知 られ て い な い 故該当せ ず，雲南 に 多 く産す る Araiostegia

あ る い は Leu・costegia 両属の 植物 と推 測 され る．佐藤
1’a ）ex　Dioscorea の 根茎 が 骨砕補 と し て 用 い られ，ま た 過 lll竜．

の 名で Dioscorea　auinqueioba　TETUNB．ヵ エ デ ド コ v が 用い られ て い る と 述 べ て お り．植物・名実図考　巻 19 に も

過1［1竜 と し て Dioscorea の
一
種 が 図示 され て い る．す で に 清代に 名称の 混乱力綾♪ り，後馳に な り両 善の 名称の 交稗 が．

生 じた か と推察 され る．

　 2．　 日 本の 本 草 書 に み られ る 骨 砕補 に つ い て

　和漢三 才図会鋤 に は 本草綱 目，図経 の 記事 が 引用 され ，薬効 もまた 李時珍 の 説に し た が っ て い る，図 は 証類本草の ・

秦州骨砕補 に 似て ，羽状葉力噛， り （pLI ＞，産地 は 紀 州熊野 と あ り日本 に 産出す る こ と に な ・、て い る ．本草綱 1」啓

蒙
32β 3）に は 4 種の シ ダ が 原植物 と し て 挙 げ られ て い る、すなわ ち 第 1 は 「証類本 草 二 載 ス ル 所 ノ 海州骨砕補ハシ ノ ブ

グ サ ナ リ……　 と して 1）avallia 　mariesii 　MOORE シ ノ ブ を あ て ，第 2 の 1
．
唐種 ノ 骨砕補一．は そ の 形状の 記軌 産 地

か ら Colysis　elliptica 　CHING イ ワ ヒ トデ で あ り，第 3 は 「若水翁釈名
＊ lo ノ 胡孫蚕石毛釐の 二 名 ヲ サ ル ノ セ ウ ガ ＝ 充．

28）
30）
31）
33）
＊ LO

布 藤 昌一 ： 本 誌 12，44 〔1958）；15，167 （1961）
寺 島 艮安 ： 和 漢 ＝ 才 図 会　巻 98 石草 （正 徳 3，1713 ）
呉 其 濬 二植物名実図考 （清 道 光 28，1848）
古事類苑刊行会 ； 古事 類 苑 値 物 金 石 部 ∬ ，852

稲 生 若 水 ： 新 校 正 本 草綱 目 （1714）を 指 す

29）　王 思議 ： 三 才図会

32）　小 野蘭 山 ： 本 草 綱 目啓 蒙巻 16 （1803）
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ツ
……

」 と 記 され，明 らか に PolyPodium 　niPPonicum 　METT ．ア オ ネ カ ズ ラ で あ る，ま た 第 4 は 性状 の 記 載 か ら

P ．fauriei　CHR ，オ シ ヤ グ ジ デ ン ダ と 推定さ れ る，本草図譜
3
秘こ は 骨砕補 と し て 「セ イ レ ウ カ ヅ ラ 」 （イ ワ ヒ J・デ），

骨砕補 の
一

種 と して 「サ ル ノ セ ウ ガ 1 （ア オ ネ カ ズ ラ ），海 州 骨砕補 と して シ ノ ブ が 描か れ，さらに ミ ヤ マ ウ ラ ボ シ ，
タ チ シ ノ ブ ，シ シ シ ノ ブ な ど が 附 け加 え られ て い る ．

　こ れ らか ら考察す る と，和漢三 才図会の 熊野産 の 骨砕補 は イ ワ ヒ トデあ る い は ア オ ネ カ ズ ラ を 指 して い る と み るべ

きで あ り，日本 の 本草家達は ，中国の 本草書の 記載に 似た 形態の 口本産着生 シ ダを 撰び 骨砕補 の 原 植物と み な し た も

の と 推測 さ れる ． しか し 本草図譜 に
一
セ イ レ ウ カ ヅ ラ 　の 根 茎 が 「漢舶持渡 る処 の 物 と異な らず」 と ある が ，両者 の

形質 の 比較同定が ど の 程 度 に 行 わ れ た か 甚 だ 疑問 で ある．田 中芳罪
5）は 真の 骨 砕補 の 原植 物が 口本に 産 しな い こ と に

気付
．
い て い た よ うで ，イ ワ ヒ トデ，ア オ ネ カ ズ ラ，シ ノ ブ の 3 種 を 骨砕補 の 原植物 と し て 引用 し て は い る が，さ らに

未見 の シ ダ の 項 に 「コ ツ サ イ ホ 」 の 名が み え る ，

第 2 表 　骨 砕 補 の 原 植 物 の 変 遷
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証 類（海 州 ） 木 草 綱 目 啓 蒙 　 中 国 値 物 志
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Davallia　 mariesii
本 草 図 譜

補

捕 』
’　　　
ノ

翩衂 佩P

中葯志（雲 南）　 Araiostegia
　　　　　　　　　　Perdurans

植物名実図考
〔砕 補過 1．［1竜） （

且 觚 ピo 漉 8彪

Leucostegiα）

　 結論 な らび に 要約 ：

　骨砕補は 5 世紀 頃 か ら薬物 と して 用い られ て ぎた．ま た 多 くの 異 名が ある が 単に 生態的，形態的の もの で 基原植物
の ちが い とは 関連性がな い ．最初は 揚子江下流か ら中国東南 部産 の も の が 用 い られ ，基原植物 は Drynaria 　f∂rtunei

J．SM．バ カ マ ウ ラ ボ シ と 推定され，鍔州お よ び 戎州骨 砕補が こ れ に あた る ，本草綱 目も基本的 に こ の 説 を 継 承 し現

在に 至 っ て い る．バ カ マ ウ ラ ボ シ を正条 の 骨砕補と称す べ きで ある．

　10〜11 世 紀 に い た り中 国 酉 部産 の もの も用 い られ る よ う に な り，秦 州 骨砕補，本草衛義の 骨砕補，青 海骨砕 補 な

ど が これ に あ た り，Drynaria 　sinica 　DIELS を 墓 原 と す る もの と 推測 され る．海州骨砕補 は 諸書 1・：　Davallia　mariesii

MOORE シ ノ ブ を 基原 とす る と され て い る．こ の 説 を 否定す る 資料 は 得 られず，ま た 産地 の 点 か らも不 合理 で は な い ・

　1800 年頃 に は わ が 国 へ 骨砕補が渡来 して い た が，口 本の 本草家 は 目本産 の シ ダ植物 の 中 か ら形 態 の 似 た もの を 撰

び 出 し て 骨砕補 の 基原植物 と し た．彼 等 が 比 較 同 定を 行 な っ た か 否か 甚 だ 疑問 で ある ．

34）　岩 IL奇常 正 ： 木 草図 譜　巻 19 （文政 11，1828）
35）　 田 中芳男 ： 羊歯分科名彙 （明治 4，未刊 ）〔牧 野 富 太 郎 ： 植 研 6，No．2，28 （1929）〕
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　清代の 文献に は Dr ．　fortunei　J．　SM ．
，
　 Dr ．　 sinic α DIELS を 基原 とす る もの の 他に，砕補，過［1．［竜 の 名が 挙げ られ

て い る，これ らは 雲南地方 に 多産す る Araiostegiaまた は Leucostegiaと推測され る ，い ずれ も正条 の 骨砕補 と は

異 な る，

　骨砕補の 基原植物の 1 と して タ カ ワ ラ ビ
， あ る い は ウチ ワ ド コ ロ を 挙げ て い る 説が あ る が，い ずれ も誤用 され て い

た もの と認 め られ る．

　本 研 究 に 関 して 終 始 御 鞭 達 御 助 言た まわ っ た 名古 屋 市立 大 学 薬学 部 稲 垣 勲 教 授，久 田 末 雄 助 教 授，貴 重 な 文献 の 閲

覧お よび資料 の 調査に御便 宜 を は か っ て い た だ き，また 御教示 た まわ っ た 京都大 学理 学 部 田川某二 助教授 は じめ 植物

学教室の 方々 ，京都大学人文科学研究所籔内清教授，終始御助言御教示 を た まわ っ た 京都大学薬学部秦清之講師そ の

他の 方 々 に 深甚 の 謝意を 表す る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 京都大 学薬学部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 名 古屋 市 立 大 学薬学部
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